
番
号

学　　年

グループ名

月 指導時数 ★ 主な学習内容 指導の工夫

※タブレット端末を活用する予定の内容については、★欄に〇をつけています。

ねらい

ねらい（評価の観点）単元（題材）名

・体験的な活動を多く
取り入れる。

・パリオリンピック、パ
ラリンピックを教材に
使用することで日本
以外の国や文化、ス
ポーツについて意識
しやすくする。

・タブレット端末でイ
ンターネットを活用
し、関連する動画を
視聴してイメージをも
たせる。

年間授業時数

使用教科書

17

４
│
９

・政治の働きや仕組み

・主権者教育

３年

〇臼井　雅　　中村　妙　　正司　一貴　　柳　早苗　　萩野　美咲

東洋館出版　　改訂新版　くらしに役立つ社会

・地域で利用できる社会資
源や社会サービスについ
て

・ユニバーサルデザイン

・国民主権と自分たちのくらしの関係を
知る。

・選挙権年齢が18歳に引き下げられた
理由を知り、主権者としての意識を高
める。

教科等名 社会 学年

・社会の中で協力することの意義を理解し、国民としての権利と義務について理解を深める。
・複数の意見や立場を踏まえ、自分が考えたことを説明したり、話し合ったりする。
・より良い社会を考え学習したことを社会生活に生かそうとする態度を養う。

16 令和６年度七生特別支援学校年間指導計画

学　　部 高等部

担当教員

6

11

日本や世界の伝統・
文化

１０
│
３

社会資源と社会サー
ビス

国や社会の決まり

・タブレット端末でイ
ンターネットを活用
し、関連する動画を
視聴してイメージをも
たせる。

○

○

〇学校２０２０レガシー
　・ボランティアマインド
　・障害者理解
　・スポーツ志向
　・日本人としての自覚と
誇り
　・豊かな国際感覚

○

・点字、白状歩行、手話、車いす体験
を通して、様々な障害について理解を
深める。
・パラスポーツを知り、体験することが
できる。
・外国の人々の生活の様子などに着
目して、日本の文化や習慣との違いに
ついて考えることができる。

・地域のおける公共施設や公共物の
役割りとその必要性を理解することが
できる。

・ユニバーサルデザインの有効性に気
が付くことができる。
・身の回りにあるユニバーサルデザイ
ンをしらべ、そのメリットを考えることが
できる。


